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漁業集落における〈個と共同性〉（その2・完）   
一昔森県下北郡東通村尻屋とその漁業慣行の事例から－  










おわりに   
4．若干の考察－〈個と共同性〉の諸相－  

















落会」、漁協、「三余会」等に見られる当地の多彩な 〈個と共同  
性〉 に接近していきたい。   
まず、藩政期での東北地方に関しては菅江真澄の紀行文が著名で  
あるが、尻屋に直接言及した記述はその紀行文には残っていない。  








「十一月十六日 朝六つ後泊村出立。少晴無程雪時雨度々なり…  
（中略）…同十七日 朝より晴るる。六つ頃小田澤村出立。猿ケ  
森村尻螢村中食、尻谷村八つ頃に着。止宿小兵衛、此所迄田名部  
附添人輿左衛門来て世話し、是より別る。」（堀1931，5より引  
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の市町村との合併を経験していない。この点からもすぐ後で述べる  
下北地方自体の特質とともに、東通村や尻屋の特異性が予想され  
























































人口‥・男二一五、女二三九 計四五四名  
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牛馬…牛八二頭  馬一二二頭  
漁舟…二間－○八、三間四、四間五、五間一、六間一、計－一九  
土地…宅地、六○七九坪三合二勺  
田地 拾町五段七畝二四歩  
畑地 弐拾町四段六畝一歩  
山林 一ニセ町四畝ニセ歩  
原野其他 六六二町六段三畝一歩  




租 税‥・国税九○円、願税一、二八七円、村税二、－七六円、計  
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「第七條 新二分家シタル戸主ハ前條ノ部落共有財産ノー人分二加  
入スル権利ヲ得ル代償トシテ八百励ヲー時金乃至五ケ年賦トシテ  
尻屋部落へ出金スルモノトス」  
「第八條 新規分家ハ村中ノ総合ノ承認ヲ待タル月ヨリ起算シテ清  
三ケ年間ハ村中一切ノ賦役、村費ノ負拇乃線会出度ノ義務等ヲ  
免除シー家創設ノ基礎ヲ造ラシムルコトヲ容認ス」  
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「第二十四條 幸子ノ意味ヲ以スル同居寄留人ハ寄留届出後一ケ月  
ヲ経過セサレハ家族卜同等ノ漁菜権ヲ得サルモノトス」（田村  





















1716～1735  1772～1780  1890  1935  戸数  25  28  30  48  人口  190  187  226  亜1  












「第一条 本規約二於テ尻尾村民卜称スルハ各戸主、同家族及ヒ寄  
留者ヲ謂フ。  




「第六条 尻屋村民ノ家族ニシテ戸主ノ同意ヲ得テ分家スル者及ヒ  
絶家再興ノ場合ハ其ノ旨惣代人迄申出テ総会ノ承認ヲ得ルモノト  
ス。」  
「第七条 前条ノ承認ヲ得テ一戸ヲ建立セル時ハ尻屋部落従来ノ規  
定二応ジー般共有財産ノー人分ノ権利及ヒ義務ヲ有スルモノト  
ス。」  





「第九条 新規分家ハ村中総会ノ承認ヲ待タル日ヨリ村中一切ノ賦  
役、村費ノ負担及ヒ総会二出席等ノ義務二随ヒ其他村規約二依ル  
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一般ノ権利義務ヲ有スルモノトス。」（竹内1968，539）  
「27年規約」  
「第一粂 本規約に於て尻屋部落民と称するのは尻屋部落に住居し  
住民登録をしたる各世帯主及同家族を言う。」  
「第六条 部落民にして分家希望の者及絶家再興の場合はその旨を  
部落会長に申出総会の承認を得るものとする。」  




「第四条 この会は、住民登録をし、尻屋部落地区内に住居してい  
る、世帯主をもってする。」（2）  
「第六条 入会者は、尻尾部落地区内に住居し、保証人一名を有   
し、加入申込番を添えて申し出ること。」  
「第九条  
一 会貝は、加入と同時に、会の強化に努めることを苦い、会員  
としての安住を負わなければならない。  
二 会員は、加入した日より、会一切の賦役、経費の負担を負う  
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「第五侯 戸主隠居ノ場合ハ法定ノ家督相続人前戸主ノ権利義務ヲ  
継承スルモノトス」（田村1931，19）  
「12年規約」  
「第三粂 尻屋村戸主二於テ家事ノ都合ニヨリ何時ニテモ隠居ヲ申  
出ルコトヲ得。但シ前項ノ隠居トハ村規定ニヨル年令即チセ十二  
歳二達セル者及ビ該年令二達セサルモ特別ノ事由ヲ申出テ村方ノ  
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承認ヲ得タル者ヲ詔フ。」  
「第四条 前条ニヨリ隠居セルモノト難モセ十二歳迄ハ総テノ事業  
二代理者ヲ頼ム事ヲ得、七十二歳以上ハ之ヲ許サズ。」  





「第三条 世帯主にして都合により部落会より隠退することができ  
る。但しこの事について申出があった場合は部落会長は臨時総会  
を開き協議のうえこれを承認する。」  
「第四条 世帯主にして隠退せし時は前世帯主の指名する者をもっ  
て権利義務を承継するものとする。右者部落会に入会を申出あり  
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25）。   
「区長」や「村合議貞」は明治22年施行の「町村制」によるもの  
であり、「区長」は村長の職務の一部を行うことになっていたが、  
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まで慣習に依存してきた部分（会議への参加や決議方式、あるいは  
些細な村仕事）の「法化」としても把握できるかもしれない。   
これらに対して「尻屋三余会合則」及びその附則は、昭和初期と  
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「第一七候 拾昆布二際シテ一戸ヨリ四人迄出場ノ場合ハ戸数割ニ   
テ配首シ四人以上ヲ要スルニ皆リテハ全家紋動員ノ命令ヲ発スル   
モノトス而シテ線動員ノ場合ハ其ノ配昔方ハ人頭割に配督ス」  
「第十八條 絶代人乃至理事ヨリ昆布拾ヒ人数四人ツ、出場ヲ命セラ   
レタル場合其ノ家ノ都合上三人ヨリ出場出来サル家庭二於テモ四   
人出場シタル家卜同様二昆布分配ヲ戸別平等二行フモノトス   
第十九僕 昆布採取ノ時二宮り沖取り後海岸二漂着シタルモノト   
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一 、志願兵ニシテ入営セル本村住民二封シテハ現役年限中即チ陸  
軍ニアリテハ三カ年海軍ニアリテハ四カ年間ハ昆布及布海苔  
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れに近い方法であり、かつての「刈り昆布」の分配方法にも類似し  
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者への配分等からも見られるし、前項での部落会規約でのいくつか  
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分」の配分からも、同様な個人単位の「形式的平等性」への志向を  
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う。   
「形のある共同性」であった「尻屋村制」等は生産・生活上の強  
度の規制を課してきたことは本稿において参照してきた先行研究に  
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共同体」の枠内に絶えず組み入れていくことになろう。   
おわりに   
本稿では、昭和初期から現在までの尻屋という一漁業集落での  
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l  民  
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れがそれぞれの機能を有していたのである。   
ここでの多彩な共同性はイエから年序集団、部落会や漁協におい  
て、そしてそれらが相互に入り組むなかで表出している（18）。その多  



































種別   指定番号   漁獲物   見積価格   
地先専用漁業権  3187  飽、海添、昆布その他  21000円   
同   3185  姐、鮭、鱒   700円   
慣行専用漁業権  31．90  飽、海籍、昆布その他  21000円   
同   3184  飽、昆布その他   21000円   
地先専用漁業権  3189  鮭、鮭、鱒   1400円   
同   3186  海添   7000円   
同   3188  石英花   14000円   
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第三粂 本社の社員は昭和二十六年度まで部落共有権利看であった三十四名  
である（別紙社員名簿の通り）  
第四条 社員にして退社せんとするものは貸賃価格にて権利を社に譲渡する  
事  














































第十七條 従来ノ慣習二依り酒類菓子類其他ノ飲食料品ノ販更ハ村内二於  
テ営業スルコトヲ禁ズ、但シ特二密命ノ承認ヲ得タルモノハコ  
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ノ限リニ非ズ  

























後者の点に漁協と部落会の「交互飲合」interdigitation（J．Edwards and  
M．Strathern，2000．158）が見られよう。これを「未分化」として見ることも  
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なったような気がしますが、そのことも含めて感謝しています。   
他にもあえて名前をあげることは差し控えますが尻屋在住の方々、そしてかつて  













＊本稿は本誌22巻2号掲載の「漁業集落における 〈個と共同性〉（その1）」の続  
編であるが、平成21年皮の調査は平成21年度札幌大学研究助成によって行われたこ  
とを記しておきたい。  
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